第3学年算数科学習指導案

１．単元「小数」

２．単元目標
　・小数の意味や表し方について理解し、大小比較や加法、減法の計算をすることができる。

３．単元で育成を目指す資質・能力
・端数部分の大きさを表すのに小数を用いることを知ること。
・１/10の位までの小数の加法及び減法の意味について理解し、それらの計算ができることを知ること。
・数のまとまりに着目し、小数でも数の大きさを比べたり計算したりできるかどうかを考えるとともに、小数を日常に生かすこと。

４．本研究における学習形態
　　本研究では、習熟度別少人数指導と一斉指導の長所を生かして単元を構想する。習熟度別少人数指導は、考えの見通しをもち、表現したり筋道を立てて説明したりしていくための素地になるよう、基礎的・基本的な概念及び意味や性質を理解できることをねらいとする。一斉指導は、習熟度別少人数指導で培ったことを生かせるよう、自力解決や学び合いの場面を展開する。さらに、多様な考えに触れることで、自分の考えの幅を広げられることもねらいとする。

５．単元計画
　　別紙　参照

６．本研究における数学的な見方・考え方
	
	数学的な見方・考え方
	発問の例

	①
	きまりを見つける。
	「どのようなきまりが見えるかな」

	②
	前と同じように考える。
	「前に学習したどのような方法が使えるかな」

	③
	わかっていることを使って説明する。
　
	「前に学習したことの何を使って説明したのかな」
「前は～だったので、これも・・・」	

	④
	似ていることや違うことを整理する。

	「前に習ったこととどこが違うのかな」
「どの方法を使うと簡単にできるかな」
「まとめると・・。」
「共通して言えることは？」

	⑤
	他の場面でも使えるか考える。
　　
	「他の数(図形、場面)だと、どうかな」
「いつでも使えるようにするには」
「～だったら、この場合は・・・」

	⑥
	図や記号を使って筋道を立てて表現する。
	「この問題を絵や図にすると・・」



第１時　習熟度別少人数指導・しっかりコース
◎本時の目標
	・１Lの１/10の大きさを0.1Lと表せることや、「小数」「整数」の用語を理解することができる。



◎主な評価
　考　１Lに満たない端数部分の大きさの表し方を考えている。(★１)
知　端数部分の読み方や表し方を理解している。（★２）
◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。また、しっかりコースとどんどんコースの学習活動の違いを　　　で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK17][bookmark: OLE_LINK1][bookmark: OLE_LINK2][bookmark: OLE_LINK3][bookmark: OLE_LINK4][bookmark: OLE_LINK5][bookmark: OLE_LINK6][bookmark: OLE_LINK7][bookmark: OLE_LINK8]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．水のかさを振り返り、本時の課題を知り、めあてを決定する。
◇１Lますに水を入れたとき、水の量はどんな数え方で表せばよいだろう。
・１L
・1.5L水とうに入っている水のかさを１Lますではかったら、１Lとあと少しはしたがありました。水のかさは全部で何Lといえばいいでしょう。





	・ペットボトルを見せながら、水の単位を復習するとともに、「1.5L」などの表示を基に小数にふれる。
・具体物を使って、問題場面を視覚化し、立式の見通しをもたせる。
・「はした」の意味を説明する。
・１Lと２Lなど水のかさに着目させ、今まで習った単位では表せないことに気付かせることから、めあてを決定できるようにする。

	２．はしたの表し方を考える。
はしたの数の表し方はどうなるのかな。


◇１Lますはいくつの目盛りに分かれているかな。
・10個に分かれている。10dL。
・１Lを10等分した図を基に、３つ分色を塗る。
・１Lを10等分した図を基に、３dLと考える。
・３dLをLで表せない。
	・解決の見通しをもつため、１Lますの目盛りに着目させ、１Lますは10等分であることを確認する。
・個々の状況を見取り、必要であれば１Lを10等分した図を配付する。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は⑥を働かせるよう促す。
・評価★１

	３．考えを全体で交流する。
・１Lを10等分した図を基に、３つ分色を塗る。
・１Lを10等分した図を基に、３dLと考える。
◇１Lを10等分した１つ分は何だろう？
では、今日の学習問題はどうなるだろう。
・0.1が３つ分で0.3。
・１Lとあと0.1が３つだから、1.3L。

	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の意見を引き出す。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は③を必要に応じて促す。
・１Lを10等分した１つ分の大きさについて着目させる。
・0.1という新しい数の表し方について押さえる。
・「小数」「小数点」「整数」について確認する。

	４．まとめと振り返り１Lより少ないはしたの数は、0.1のように表すことができ、小数という。




①適用問題　整数と小数に分けましょう。
ア.0.7　イ.2.8　ウ.4　エ.12　オ.9.9
②適用問題　３L４dL＝□Lなど
	・適用問題は、児童の状況によって問題数や内容を変えていく。
・適用問題②は、図を見て考える問題も含み、複名数と単名数を考えることができるようにする。
◎振り返りの視点：新しく分かったことについて考えたことや身の回りで使われている小数について気付いたこと。
・評価★２



第１時　習熟度別少人数指導・どんどんコース
◎本時の目標
	・１Lの１/10の大きさを0.1Lと表せることや、「小数」「整数」の用語を理解することができる。



◎主な評価
　考　１Lに満たない端数部分の大きさの表し方を考えている。(★１)
知　端数部分の読み方や表し方を理解している。（★２）
◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK9]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．水のかさを振り返り、本時の課題を知り、めあてを決定する。
◇１Lますに水を入れたとき、水の量はどんな数え方で表せばよいだろう。
・１L
・1.5L
水とうに入っている水のかさを１Lますではかったら、１Lとあと少しはしたがありました。水のかさは全部で何Lといえばいいでしょう。

	・ペットボトルを見せながら、水の単位を復習するとともに、「1.5L」などの表示を基に小数にふれる。
・「はした」の意味を説明する。
・１Lと２Lなど水のかさに着目させ、今まで習った単位では表せないことに気付かせることから、めあてを決定できるようにする。


	２．はしたの表し方を考える。
はしたの数の表し方はどうなるのかな。


・１Lを10等分した図を基に、３つ分色を塗る。
・１Lを10等分した図を基に、３dLと考える。
	・必要であれば１Lを10等分した図を配付する。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は⑥を働かせるよう促す。
・すぐに考えをかける児童には、絵や言葉などを使って一目でわかりやすい説明の仕方を考えるように促す。
・評価★１

	３．考えを全体で交流する。
・１Lを10等分した図を基に、３つ分色を塗る。
・１Lを10等分した図を基に、３dLと考える。
◇１Lを10等分した１つ分を0.1といいます。
　では、今日の学習問題はどうなるだろう。
・１Lとあと0.1が３つだから、1.3L
	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の考えを広げるため、意図して指名する。
・なぜそのように考えたのかを絵や図、式などを使って簡潔に説明させる。
・児童の考えを肯定したり、児童に問い返したりすることで、児童が、既習事項や児童同士の意見を関連付けて考えられるようにする。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は③を必要に応じて促す。
・１Lを10等分した１つ分の大きさについて着目させる。
・0.1という新しい数の表し方について押さえる。
・「小数」「小数点」「整数」について確認する。

	４．まとめと振り返り１Lより少ないはしたの数は、0.1のように表すことができ、小数という。




①適用問題　３L４dL＝□L②３L４dL＝□Lなど
	・適用問題は、児童の状況によって問題数や内容を変えていく。
・適用問題②については、次時の長さの単位で活用するため、複名数から単名数、またはその逆ができるよう定着を図る。
◎振り返りの視点：新しく分かったことについて考えたことや身の回りで使われている小数について気付いたこと。
・評価★２




第２時　一斉指導
◎本時の目標
	・複名数で表された長さを、小数を用いて単名数で表すことができる。



◎主な評価
　考　複名数で表された長さを、小数を用いて単名数で表す方法を考えている。（★１）
技　複名数で表された長さを小数を用いて単名数で表すことができる。(★２)
主　小数を用いると、長さを単名数で表すことができるよさに気付き、生活や学習に生かそうとしている。(★３)
◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK20][bookmark: OLE_LINK10]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．前時の複名数と単名数の復習をし、本時の課題を知り、めあてを決定する。
◇箱にリボンをつけようとして長さを測ると、このような長さでした(8cm7mm)。そこで、お店でリボンを買うことにしました。このお店では、「cm」しか使えません。テープの長さは、何cmといえばよいでしょう。

	・具体物を使って、問題場面を視覚化する。
・前時の復習と関連付けて、長さでは複名数と単名数で表すことができるか関心をもたせ、本時のめあてを決定する。

	２．単名数で表す方法を考える。長さをcmだけで表すには、どのような方法があるだろう。




・１cm＝10mmだから、１mm=0.1cm
　７mm＝0.7cm、８cm７mm＝8.7cm
・ものさしの図を使って、１㎝を10等分した１つ分が１mmであることから、１mm＝0.1cmと考える。
・7㎜をどのように表したらいいのかな。

	・解決の見通しをもつため、図を用いる等の考え方を提示する。
・個々の状況を見取り、必要であれば具体物を配付する。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は②を働かせるよう必要に応じて促す。
・１mmの大きさに着目させるため、７mmの表し方を考えさせる。
・すぐに考えを書ける児童には、絵や言葉などを使って一目でわかりやすい説明の仕方を考えるよう指示する。
・学び合い場面で問い返すため、児童がどの点でつまずいているか把握する。
・考えた理由をグループの友達に説明し、新しく考えたこと等をかき加える。
・評価★１

	３．考えを全体で交流する。
・前時の水のかさと同じように考える。１cmを10等分した１つ分が１mmであることから、1mm＝0.1cm。７mm＝0.7cm。合わせると、1.7cm。
◇他の場面でもcmだけで表すことがあるかな。
・身長もcmだけで表すよ。
	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の意見を引き出す。
・児童の考えに対して問い返すことで、つまずきの見られる児童の理解につなげる。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は②を必要に応じて促す。

	４．まとめ
・長さを㎝だけで表すときには、小数を使う。


①適用問題　ものさしの図に長さを矢印で記入する。
②適用問題　４cm２mm＝□cm
2.8cm＝□cm□mmなど
	・適用問題数は児童の様子を見て変更する。
・小数は、水の量や長さを必要に応じて簡単な形で表すことができるよさがあることを確認する。
◎振り返りの視点：既習事項と比べて考えたこと。
・評価★２
・評価★３


第３時　習熟度別少人数指導・しっかりコース
◎本時の目標
	・小数を数直線上に表すことができ、小数の構成を理解することができる。




◎主な評価
　技　数直線上に小数を表したり、表された小数を読み取ったりすることができる。 (★１)
知　小数の十進構造を理解している。（★２）
主　身の回りから小数をいろいろと見つけようとしている。(★３)
◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。また、しっかりコースとどんどんコースの学習活動の違いを　　　で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK11]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．前時を復習し、本時の課題を知り、めあてを決定する。
◇0.1cmは１cmのどれくらいだろう。
・１cmを10等分した１つ分。４本のリボンがあります。それぞれの長さは図に矢印でしめされています。４本のリボンの長さはそれぞれ何cmでしょう。




◇アの長さは何cmかな。
	・掲示用の数直線を使って、問題場面を視覚化し、立式の見通しをもたせる。
・ものさしのときに長さを小数で表したことを基に、数直線でも同じようなことが言えるかを考えることから、めあてを決定する。
・図は、ア0.1　イ0.9　ウ2.1　エ3.8を示している。
・数直線の最小の目盛りは0.1であることを考えさせる。

	２．数直線のしくみについて考える。
小数を数直線上に表すにはどうしたらよいだろう。


・アが0.1だから、イは、９つ分で0.9。
・ウは、２とあと１つ分だから、2.1。
・２のとなりは何の数かわからない。
・エは、３と８つ分だから3.8。
	・解決の見通しをもつため、図を用いる等の考え方を提案する。
・個々の状況を見取り、必要であれば数直線の図を配付する。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は①を働かせるよう促す。

	３．考えを全体で交流する。
・数直線は0.1ずつ増えている。
・イは１cmを10等分した９つ分だから、0.9。
・ウは、２とあと１つ分だから、2.1。
・エは、３と８つ分だから3.8。
◇0.6Lと3.2Lの位置は、数直線上のどこだろう。
	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の意見を引き出す。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は③を働かせるよう必要に応じて促す。
・１を10等分した１つ分の大きさについて着目させる。
・10ごとのまとまりがあることに気付かせる。また、数直線は一目で数の大きさがわかるよさがあることに気付かせる。
・評価★１

	４．まとめと振り返り・数直線は、ものさしと同じで10のまとまりで考えて、小数を数直線上に表すとよい。




①適用問題　3.5は、0.1を□個集めた数。
②適用問題　0.1を14個集めた数は、□です。
	・適用問題は、児童の状況によって問題数や内容を変えていく。
◎振り返りの視点：新しく分かったことについて考えたこと。
・評価★２
・評価★３




第３時　習熟度別少人数指導・どんどんコース
◎本時の目標
	・小数を数直線上に表すことができ、小数の構成を理解することができる。



◎主な評価
　技　数直線上に小数を表したり、表された小数を読み取ったりすることができる。（★１）
知　小数の十進構造を理解している。(★２)
主　身の回りから小数をいろいろと見つけようとしている。(★３)
◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。また、しっかりコースとどんどんコースの学習活動の違いを　　　で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK21][bookmark: OLE_LINK12]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定する。４本のリボンがあります。それぞれの長さは
ア0.1cm、イ0.9cm、ウ2.1cm、エ3.8cmです。数直線上に表してみよう。




◇ア～エの長さだと思う数直線の位置におはじきを置いてみよう。なぜそう考えましたか。
・3.8は４に近いから。
・2.1は、２と３の間だと思う。
◇どうしたら確かめることができるかな。
	・初めに掲示する数直線の目盛りは、1～４だけとする。
・数直線上にア～エの数値だと考える位置におはじきを置くよう指示し、その理由を問うことから、数直線にも目盛りが必要であることなど、数直線の仕組みを考えるめあてにつなげていく。

	２．数直線のしくみについて考える。小数を数直線上に表すにはどうしたらよいだろう。



・アが0.1だから、イは、９つ分で0.9。
・ウは、２とあと１つ分だから、2.1。
・２のとなりは何の数かわからない。
・エは、３と８つ分だから3.8。
	・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は①③を働かせるよう必要に応じて促す。
・すぐに考えを書ける児童には、数直線や図、言葉などを使って一目でわかりやすい説明の仕方を考えるよう促す。
・考えた理由をグループの友達に説明し、新しく考えたこと等をかき加える。
・評価★１

	３．考えを全体で交流する。
・数の線は0.1ずつ増える目盛りがあるとよい。
・イは１cmを10等分した９つ分だから、0.9。
・ウは、２とあと１つ分だから、2.1。
・エは、３と８つ分だから3.8。
・エは、４より２つ分小さいから3.8。
◇0.6Lと3.2Lの位置は、数直線上のどこだろう。
	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の意見を引き出す。
・児童の考えを肯定したり、児童に問い返したりすることで、児童が、既習事項や児童同士の意見を関連付けて考えられるようにする。
・ものさしと同様に10のまとまりであることに気付かせる。また、数直線には一目で数の大きさがわかるよさがあることに気付かせる。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は①③を必要に応じて促す。

	４．まとめと振り返り
・数直線は、ものさしと同じで10のまとまりで考えて、小数を数直線上に表すとよい。



①適用問題　3.5は、0.1を□個集めた数。
②適用問題　0.1を14個集めた数は、□です。
	・適用問題②ができた児童は、類似問題を考え、ペアまたはグループで出題し合う。
◎振り返りの視点：新しく分かったことについて考えたこと。
・評価★２
・評価★３




第４時　習熟度別少人数指導・一斉指導
◎本時の目標
	・小数を数の構成をもとに、0.1を単位として相対的にみて表すことができる。



◎主な評価
　考　小数を0.1の幾つ分で表す方法を考え、説明している。（★１）
技　小数を0.1の幾つ分とみて表すことができる。(★２)

◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK13]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定する。
青玉、赤玉、白玉を５こずつ使ってシュートゲームをします。青玉を入れると10点もらえます。同じように、赤玉は1点、白玉は0.1点もらえます。Aさんの結果は34.2点でした。Aさんは、どの色の玉を何個入れたでしょう。


	・シュートゲームの結果を基に３つの玉の数を考えることから、３つの玉の個数と点数、総得点との関係に着目させ、めあてを決定する。

	２．小数のしくみについて考える。
玉の個数を考えるためにはどうすればよいだろう。



・青玉は10点だから、３個。
・34点だから赤は４個。
・34.2点だから、白は２個。
・白は何個入れたか、どこを見て考えたらいいのかわからない。
	・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は①⑥を働かせるよう必要に応じて促す。
・すぐに考えを書ける児童には、絵や言葉などを使って一目でわかりやすい説明の仕方を考えるよう促す。
・評価★１
・考えた理由をグループの友達に説明し、新しく考えたこと等をかき加える。

	３．考えを全体で交流する。
・34.2の一の位や十の位の数を見て玉の数を考えるといい。
・白は、一の位の右隣の数が何個か考えるといいので、0.2だから２個。
◇１点は、白玉が何個かな。
	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の意見を引き出す。
・児童の考えを肯定したり、児童に問い返したりすることで、位に着目して考えた児童同士の意見を関連付けて考えられるようにする。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は①③を必要に応じて提示する。
・小数点のすぐ右側の位を小数第一位であることを確認する。
・0.1が10個で次の位になることに気付かせる。

	４．まとめと振り返り
小数を、整数と同じ仕組みで、位に分けて考えるとよい。




①適用問題①　147.2は100、10、１、0.1をそれぞれ何個合わせた数か。
②適用問題②　百の位が１、十の位が４、一の位が０、１/10の位が９の数字を書く。
	・適用問題③ができた児童は、類似問題を考え、ペアまたはグループで出題し合う。
◎振り返りの視点：新しく分かったことについて考えたこと。
・評価★２




第５時　習熟度別少人数指導・しっかりコース
◎本時の目標
	・小数の大小比較の仕方を考えることができる。



◎主な評価
考　小数の大小比較の方法を考えている。(★１)
　技　小数の大小比較をすることができる。(★２)

◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。また、しっかりコースとどんどんコースの学習活動の違いを　　　で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK22][bookmark: OLE_LINK14]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定する。
2.9Lと3.1Lでは、どちらが多いでしょう。



	
・かさの違いを比べる方法を考えることから、めあてを決定する。
・解決の見通しをもつため、図を用いる等の考え方を提示する。

	２．小数の大小比較の方法を考える。小数の大きさはどのように比べたらよいのだろう。



・数直線を使って考える。
・0.1のいくつ分であるかを基に考える。
・１Lを10等分した図を使って考える。
	・個々の状況を見取り、必要であれば１Lを10等分した図を配付する。
・見通しをもちにくい児童には、2.9と３の場合を基に考えることを提示する。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は①を働かせるよう必要に応じて促す。

	３．考えを全体で交流する。
・数直線を使って考える。
・0.1のいくつ分であるかを基に考える。
・１Lを10等分した図を使って考える。
◇数直線や図を使わずに、大きさ比べをするときにはどうすればいいかな。
①適用問題　　大きい順にならべましょう。
　　　　　　　0.1、1.3、0.8、3.2
	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の多様な意見を引き出す。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は①⑥を働かせるよう促す。
・一の位や小数第一位を比べて考えることに気付かせる。
・評価★１

	４．まとめと振り返り
数直線を使ったり、一の位や小数第一位をくらべたりすると大きさがわかる。



②適用問題　不等号を入れる。
①0.4□0.6②２□0.8　など。
③適用問題　０と0.1では、どちらが大きいか。
	・適用問題は、児童の状況によって問題数を変えていく。適用問題①は全員。②③は、①が終わった児童から取り組む。
◎振り返りの視点：本時までに習ったことと比べて考えたこと。
・評価★２



	





第５時　習熟度別少人数指導・どんどんコース
◎本時の目標
	・小数の大小比較の仕方を考えることができる。



◎主な評価
考　小数の大小比較の方法を考えている。(★１)
　技　小数の大小比較をすることができる。(★２)

◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。また、しっかりコースとどんどんコースの学習活動の違いを　　　で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK15]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定する。
2.9L、0.8L、3.1L、1.3Lを大きい順にならべましょう。




	

・かさの違いを比べる方法を考えることから、めあてを決定する。
・解決の見通しをもつため、図を用いる等の考え方を提示する。

	２．小数の大小比較の方法を考える。
小数の大きさはどのよう比べたらよいのだろう。


・数直線を使って考える。
・0.1のいくつ分であるかを基に考える。
・１Lを10等分した図を使って考える。
・位同士の大きさを比べる。
	・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は①を働かせるよう応じて促す。
・すぐに考えを書ける児童には、図や式、言葉などを使って一目でわかりやすい説明の仕方を考えるよう促す。
3.1
1.3
0.8
2.9

３
２
１
０



・評価★１

	３．考えを全体で交流する。
・数直線を使って考える。
・0.1のいくつ分であるかを基に考える。
・１Lを10等分した図を使って考える。
・3.1>2.9>1.3>0.8
◇数直線や図を使わずに、大きさ比べをするときにはどうすればいいかな。

	・児童の考えを肯定したり、児童に問い返したりすることで、児童が、既習事項や0.1に着目して考えた児童同士の意見を関連付けて考えられるようにする。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は①⑥を働かせるよう必要に応じて促す。
・一の位や小数第一位を比べて考えることに気付かせる。


	４．まとめと振り返り
数直線を使ったり、一の位や小数第一位をくらべたりすると大きさがわかる。



①適用問題　不等号を入れる。
①0.4□0.6②２□0.8□1.3など。
②適用問題　０と0.1では、どちらが大きいか。
	・適用問題は、児童の状況によって問題数を変えていく。
◎振り返りの視点：本時までに習ったことと比べて考えたこと。次回の学習に生かしたいこと。
・評価★２




第６時　習熟度別少人数指導・しっかりコース
◎本時の目標
	・小数第一位までの小数の加法の計算の仕方を理解することができる。




◎主な評価
　考　小数の加法計算の仕方を既習の計算を基に図や式などを用いて考えている。 (★１)
知　小数第一位までの小数の加法計算の仕方を理解している。（★２）
◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK16]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定する。ジュースが0.5L入っている水とうと、0.3L入っている水とうがあります。この２つの水とうのジュースを１L入る水とうに入れます。全部入れることはできるでしょうか。




	・色水の入った容器を使って、問題場面を視覚化し、立式の見通しをもたせる。

・全部の量を入れることが可能かを確かめるためには加法をすればよいことに気付かせることから、小数の加法計算の仕方を考えることをめあてにする。

	２．小数のしくみについて考える。小数のたし算はどのようにすればよいのだろう。



・１Lの図を使って考える。
・0.5は0.1の５つ分であることから考える。
・数直線を使って考える。
	・解決の見通しをもつため、図を用いる等の考え方を提案する。
・個々の状況を見取り、必要であれば数直線の図や１Lの図を配付する。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は③⑥を働かせるよう促す。
・評価★１

	３．考えを全体で交流する。
・１Lの図を使って考える。
・0.5は0.1の５つ分であることから考える。
・数直線を使って考える。
・どれも0.1のいくつ分で考えている。
・整数のたし算を使って考える。
・0.8<１だから、水筒に入れることができる。
◇0.4Lと0.7Lの水とうの場合は、１Lの水とうに入れることができるだろか。
・0.4＋0.7は、0.1が４つ分と７つ分なので、合わせると0.1が11個分で1.1。
１Lより多いから入れることができない。
	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の意見を引き出す。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は④を働かせるよう必要に応じて促す。
・小数の加法は、0.1を基にして、整数の加法を使って考えることに気付かせる。
・式と答えを確認する。
・繰り上がりのある加法についても0.1を基に考えることができることに気付かせる。

	４．まとめと振り返り小数のたし算は、0.1がいくつ分かを考える。



①適用問題　0.8＋0.2
②適用問題　0.2＋0.6　0.7＋0.8　など
	・適用問題は、児童の状況によって問題数や内容を変えていく。
◎振り返りの視点：他の場面でも生かしてみたいこと。
・適用問題①で、1.0＝1であることを確認する。
・評価★２







第６時　習熟度別少人数指導・どんどんコース
◎本時の目標
	・小数第一位までの小数の加法の計算の仕方を理解することができる。




◎主な評価
　考　0.1のいくつ分という見方を基にして小数の加法計算の仕方を説明することができる。 (★１)
知　小数第一位までの小数の加法計算の仕方を理解している。（★２）
◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。また、しっかりコースとどんどんコースの学習活動の違いを　　　で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK18]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定する。ジュースが0.5L入っている水とうと、0.3L入っている水とうがあります。この２つの水とうのジュースを１L入る水とうに入れます。全部入れることはできるでしょうか。




	

・全部の量を入れることが可能かを確かめるためには加法をすればよいことに気付かせることから、小数の加法計算の仕方を考えることをめあてにする。

	２．小数のしくみについて考える。
小数のたし算はどのようにすればよいのだろう。


・１Lの図を使って考える。
・0.5は0.1の５つ分であることから考える。
・線分図で考える。
・数直線を使って考える。

	・必要であれば数直線の図や１Lの図を配付する。
・すぐに考えを書ける児童には、図や式、言葉などを使って、わかりやすい説明の仕方を考えるよう促す。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は③⑥を働かせるよう促す。
・考えた理由をグループの友達に説明し、新しく考えたこと等をかき加える。
・評価★１

	３．考えを全体で交流する。
・１Lの図を使って考える。
・0.5は0.1の５つ分であることから考える。
　５＋３＝８
・数直線を使って考える。
・どれも0.1のいくつ分で考えている。
・0.8<１だから、水筒に入れることができる。
◇0.4Lと0.7Lの水とうの場合は、１Lの水とうに入れることができるだろか。
・0.4＋0.7は、0.1が４つ分と７つ分なので、合わせると0.1が11個分で1.1
１Lより多いから入れることができない。
	・児童の考えを肯定したり、児童に問い返したりすることで、児童が、既習事項や0.1に着目した児童同士の意見を関連付けて考えられるようにする。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は④を働かせるよう必要に応じて促す。
・小数の加法は、0.1を基にして、整数の加法を使って考えることに気付かせる。
・式と答えを確認する。
・繰り上がりのある加法についても0.1を基に考えることができることに気付かせる。

	４．まとめと振り返り小数のたし算は、0.1がいくつ分かを考える。



①適用問題　0.8＋0.2
②適用問題　0.2＋0.6　0.7＋0.8　
③適用問題　小数を用いた文章問題をつくる。
	・適用問題は、児童の状況によって問題数や内容を変えていく。
・適用問題①で、1.0＝1であることを確認する。
◎振り返りの視点：他の場面でも生かしてみたいこと。
・評価★２






第７時　一斉指導
◎本時の目標
	・小数第一位までの小数の減法の計算の仕方を考えることができる。



◎主な評価
　考　小数の減計算の仕方を既習の計算を基に図や式などを用いて考えている。（★１）
知　小数第一位までの小数の減計算の仕方を理解している。(★２)
◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK19]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定する。牛にゅうがパックに0.8L入っています。ケーキを作るのに、0.3L使いました。パックの中の牛にゅうは、何Lになったでしょう。

	・問題文から減法であることに気付かせ、減法の計算の仕方を考えることからめあてを決める。
・立式し、全体で確認する。



	２．小数の減法の計算方法を考える。
小数のひき算はどのようにすればよいのだろう。


・１Lの図を使って考える。
・0.8は0.1の８つ分であることから考える。
・線分図を使って考える。
・数直線を使って考える。

	・個々の状況を見取り、必要であれば具体物を配付する。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は②を働かせ、加法と同じように考えるよう促す。
・すぐに考えを書ける児童には、絵や言葉などを使ってわかりやすい説明の仕方を考えるよう指示する。
・考えた理由をグループの友達に説明し、新しく考えたこと等をかき加える。
・評価★１

	３．考えを全体で交流する。
・１Lの図を使って考える。
・数直線を使って考える。
・たし算のときと同じように、どれも0.1のいくつ分で考えている。８－３＝５
　0.1が５つ分で0.5
・0.8－0.3＝0.5
◇１Lのジュースを0.4L飲みました。残りは？
・１は0.1が10個なので、10－４＝６と考えらえる。
◇1.4－0.6の計算の仕方を考えてみよう。
・1.4は0.1が14個分。0.6は0.1が６つ分。
　14－６＝８で、0.1が８つ分だから、0.8。
	・児童の考えを肯定したり、児童に問い返したりすることで、児童が、既習事項や児童同士の意見を関連付けて考えられるようにする。
・児童の考えに対して問い返すことで、つまずきの見られる児童の理解につなげる。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は③を働かせるよう必要に応じて促す。
・小数の減法も、0.1を基にして考え、整数の減法を使って考えることに気付かせる。
・式と答えを確認する。
・繰り下がりのある減法についても0.1を基に考えることができることに気付かせる。

	４．まとめたし算のときと同じで、ひき算も0.1がいくつ分かを使って考える。




①適用問題　　0.8－0.4　1.8－0.6　1－0.3
１－0.9など
	・適用問題①については、児童の状況によって問題数を変更する。
◎振り返りの視点：加法計算と比べて考えたこと。
・評価★２





第８時　習熟度別少人数指導・しっかりコース
◎本時の目標
	・小数第一位までの小数の加法の筆算の仕方を考えることができる。




◎主な評価
　考　小数の加法計算の筆算の仕方を既習の計算を基に図や式などを用いて考えている。（★１)
知　小数第一位までの小数の加法計算の筆算の仕方を理解している。（★２）
◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK23]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定する。
ジュースが2.5Lあります。1.8L加えると、全部で何Lになるでしょう。


◇前時と違って、暗算でできない場合はどうしたらいいだろう。
	・水の入った容器を使って、問題場面を視覚化し、立式の見通しをもたせる。

・立式して、全体で確認する。
・数が大きくなっても簡単に計算できる方法を考えることから、めあてを決定する。

	２．小数の加法の筆算の仕方について考える。
小数のたし算のひっ算はどのようにすればよいだろう。



・25＋18＝43　43は0.1が43だから4.3
・小数点をどこにつければいいのかな。
・整数の筆算と同じように縦に並べるとできそうだ。
	・解決の見通しをもつため、図を用いる等の考え方を提示する。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は②を働かせるよう促す。
・評価★１

	３．考えを全体で交流する。
・2.5と1.8を0.1が25個と18個と捉え、整数の筆算で考える。
・43は0.1が43だから4.3
◇３＋2.6の筆算はどんなことに気を付けますか。
・小数点の位置を揃える。
・３は、3.0と考える。
・位を揃える。

①適用問題　　１.２
＋２.８４.０


	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の意見を引き出す。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は③を働かせるよう必要に応じて促す。
・小数の加法の筆算も、0.1を基にして考えることから、整数の筆算を活用して考える意味に気付かせる。
・筆算は、位をそろえて書くことなどを確認する。
・適用問題①は、小数第一位の０に斜線を引くことを押さえる。

	４．まとめと振り返り小数のたし算の筆算は、整数と同じように位をそろえる。答えには、小数点をうつ。




②適用問題　　筆算で計算する。
　　　　　　　5.2＋3.4　1.7＋4.3　3.5＋５
12.3＋2.4など
	・適用問題は、児童の状況によって問題数や内容を変えていく。
◎振り返りの視点：新しく分かったことや他の場面でも使えそうなこと。
・評価★２




第８時　習熟度別少人数指導・どんどんコース
◎本時の目標
	・小数第一位までの小数の加法の筆算の仕方を考えることができる。




◎主な評価
　考　0.1のいくつ分という見方を基にして小数の加法計算の筆算の仕方を説明することができる。（★１)
知　小数第一位までの小数の加法計算の筆算の仕方を理解している。（★２）
◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。また、しっかりコースとどんどんコースの学習活動の違いを　　　で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK24]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定する。
ジュースが2.5Lあります。1.8L加えると、全部で何Lになるでしょう。


◇前時と違って、暗算でできない場合はどうしたらいいだろう。
	


・立式して、全体で確認する。
・数が大きくなっても簡単に計算できる方法を考えることから、めあてを決定する。

	２．小数の加法の筆算の仕方について考える。
小数のたし算のひっ算はどのようにすればよいだろう。



・0.1を基にして考えると、整数の筆算で考えることができる。
・25＋18＝43　43は0.1が43だから4.3
	・すぐに考えを書ける児童には、図や式、言葉などを使ってわかりやすい説明の仕方を考えるよう促す。

・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は②を働かせるよう促す。
・評価★１

	３．考えを全体で交流する。
・2.5と1.8を0.1が25個と18個と捉え、整数の筆算で考える。
・25＋18＝43　43は0.1が43だから4.3
◇３＋2.6の筆算はどんなことに気を付けますか。
・小数点の位置を揃える。
・位を揃える。
◇筆算で計算しましょう。
①適用問題　　１.２
　　　　　　＋２.８
　　　　　　　４.０
	[bookmark: _GoBack]・児童の考えを肯定したり、児童に問い返したりすることで、児童が、既習事項や位に着目した児童同士の意見を関連付けて考えられるようにする。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は③を働かせるよう必要に応じて促す。
・小数の加法の筆算も、0.1を基にして考えることから、整数の筆算を活用して考える意味に気付かせる。
・筆算は、位をそろえて書くことなどを確認する。
・適用問題①は、小数第一位の０に斜線を引くことを押さえる。

	４．まとめと振り返り小数のたし算の筆算は、整数と同じように位をそろえる。答えには、小数点をうつ。




②適用問題　　筆算で計算する。
　　　　　　　5.2＋3.4　1.7＋4.3　3.5＋５
12.3＋2.4など
③適用問題　　　□.５
＋１.□
　３.３
	・適用問題は、児童の状況によって問題数や内容を変えていく。
◎振り返りの視点：新しく分かったことや他の場面でも使えそうなこと。
・評価★２


第９時　一斉指導
◎本時の目標
	・小数第一位までの小数の減法の筆算の仕方を考えることができる。




◎主な評価
　考　小数の減法計算の筆算の仕方を既習の計算を基に図や式などを用いて考えている。（★１)
知　小数第一位までの小数の減法計算の筆算の仕方を理解している。（★２）
◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK25]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定する。
ジュースを4.8L持ってきました。1.3L飲むとのこりは何Lでしょう。



	

・大きな数や暗算できない場合、簡単に計算できる方法を考えることから、めあてを決定する。

	２．小数の減法の筆算の仕方について考える。
小数のひき算のひっ算はどのようにすればよいだろう。



・小数のたし算と同じで、0.1を基にすると整数の筆算で考えることができる。
・小数のたし算の筆算と同じように考える。
・小数点の位置はたし算のときと同じかな。
	・解決の見通しをもつため、図を用いる等の考え方を提案する。

・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は③を働かせるよう促す。
・評価★１

	３．考えを全体で交流する。
・小数のたし算の筆算と同じように考える。
・4.8は0.1が48個分、1.3は0.1が13個
　48－13＝35　0.1が35個で3.5
◇５－1.4の筆算はどんなことに気を付けますか。
・一の位を揃える。
・５は、5.0と考える。

①適用問題　　45.7－3.5(筆算で計算する)
	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の多様な意見を引き出し、加法の筆算と同様に考えた児童同士が他の意見を関連付けて考えるようにする。
・児童の考えに対して問い返すことで、つまずきの見られる児童の理解につなげる。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は③を働かせるよう必要に応じて促す。
・小数の減法の筆算も、0.1を基にして考えることを押さえる。
・筆算は、位をそろえて書くことなどを確認する。

	４．まとめと振り返り小数のひき算の筆算は、整数と同じように位をそろえる。答えには、小数点をうつ。




②適用問題　　筆算で計算する。
　　　　　　　4.7－1.5　23－1.2　6.5－４など
③適用問題　　 ４.□
－□.８
□.４
	・適用問題②については、児童の状況によって問題数を変更する。
・適用問題③は、適用問題②が全て終わった児童が取り組む。
◎振り返りの視点：加法計算と比べて考えたこと。
・評価★２





第10時　一斉指導
◎本時の目標
	・小数をいろいろな見方で考えたり表したりすることができる。




◎主な評価
　考　小数の仕組みを基に、数直線や式などを用いて考えている。（★１)
技　小数をいろいろな見方で考えたり表したりすることができる。（★２）
主　数をいろいろな見方で表そうとしている。（★３）
◎本時の展開と手立て(本コースで特に留意する個に応じた手立てをゴシック体で表している。)
	[bookmark: OLE_LINK26]学習活動(◇発問/・予想される児童の反応)
	個に応じた手立て

	１．本時の課題を知り、めあてを決定する。
◇280は、200と□をあわせた数です。□に入る数は何でしょう。
・８０→200と80に分けて考えている。
◇280は、10をいくつ集めた数ですか。
・２８個。→10がいくつ分かで考えている。
2.8はどのような数だろう。


	




・整数の場合を基に、小数を複数の形で表す方法を考えることから、めあてを決定する。

	２．小数の表し方について考える。
小数はどのような表し方があるだろう。


・2.8は、２と0.8を合わせた数。
・２＋0.8＝2.8
・３－0.2＝2.8
・2.8は、0.1を28個集めた数。
	・解決の見通しをもつため、図を用いる等の考え方を提示する。
・個々の状況を見取り、必要であれば数直線を配付する。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は⑥を働かせるよう促す。
・評価★１
・評価★３

	３．考えを全体で交流する。
◇友達はどのような考え方をしているのだろう。
・2.8は２と□を合わせた数です。
　→２と0.8に分けて考えている。(位に着目)
・３-□＝2.8→３より0.2小さい数だから。
(量に着目)
・2.8は、□を28個集めた数。
　→0.1が28個で2.8。(0.1の幾つ分に着目)

◇4.9はどのような数か説明しましょう。
	・自力解決場面での見取りを活用し、児童の多様な意見を引き出す。
・他の児童の考えを説明させることで複数の表し方についての理解を深める。
・児童の考えに対して問い返すことで、つまずきの見られる児童の理解につなげる。
・①～⑥の数学的な見方・考え方のうち、本時は④を働かせるよう必要に応じて促す。


	４．まとめと振り返り小数は、整数と同じようにいろいろな表し方をすることができる。




①適用問題　5.3の表し方を２つ以上考えましょう。
	・適用問題については、児童の状況によって問題数を変更する。
◎振り返りの視点：小数を学習して、もっと知りたいと思ったことや小数のよさについて考えたこと。
・評価★２
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